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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月3日(2018.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１，１，１，２，３－ペンタクロロプロパンを少なくとも９９重量％含み、且つトリク
ロロプロパン、テトラクロロプロパン、１，１，１，２，３－ペンタクロロプロパン以外
のペンタクロロプロパン、ヘキサクロロプロパン、ヘプタクロロプロパン、ジクロロプロ
ペン、トリクロロプロペン、テトラクロロプロペン、ペンタクロロプロペンおよびヘキサ
クロロプロペンからなる追加の化合物のリストから選択される少なくとも１つの化合物を
含む組成物であって、前記化合物が５００ｐｐｍ以下の重量含有量で組成物中に存在する
、組成物。
【請求項２】
　前記化合物が、２５０ｐｐｍ以下の重量含有量で組成物中に存在する請求項１に記載の
組成物。
【請求項３】
　追加の化合物の前記リストから選択される複数の化合物を含み、前記複数の化合物の各
々は、５００ｐｐｍ以下の重量含有量で組成物中に存在する請求項１または２に記載の組
成物。
【請求項４】
　追加の化合物の前記リストから選択される複数の化合物を含み、前記リストの化合物全
ての総重量含有量は１０００ｐｐｍ以下である請求項１から３のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項５】
　少なくとも９９．５重量％の１，１，１，２，３－ペンタクロロプロパンを含む請求項
１から４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
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　１，１，１，３－テトラクロロプロパン、３，３，３－トリクロロプロペンおよび１，
１，３－トリクロロプロペンからなる群から選択される少なくとも１つの化合物を含み、
組成物中のこれらの化合物の各々の重量含有量は１００ｐｐｍ以下であり、且つ場合によ
り組成物中のこの群の化合物の総重量含有量は１００ｐｐｍ以下である請求項１から５の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　トリクロロプロペンおよびテトラクロロプロパンから選択される少なくとも１つの化合
物を含み、組成物中のこれらの化合物の各々の重量含有量は２５０ｐｐｍ以下であり、且
つ場合により組成物中のトリクロロプロペンおよびテトラクロロプロパンの総重量含有量
は２５０ｐｐｍ以下である請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　ペンタクロロプロペンおよびヘキサクロロプロパンから選択される少なくとも１つの化
合物を含み、組成物中のこれらの化合物の各々の重量含有量は５０ｐｐｍ以下であり、且
つ場合により組成物中のペンタクロロプロペンおよびヘキサクロロプロパンの総重量含有
量は５０ｐｐｍ以下である請求項１から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　ヘキサクロロプロペンおよびヘプタクロロプロパンから選択される少なくとも１つの化
合物を含み、組成物中のこれらの化合物の各々の重量含有量は５０ｐｐｍ以下であり、且
つ場合により組成物中のヘキサクロロプロペンおよびヘプタクロロプロパンの総重量含有
量は５０ｐｐｍ以下である請求項１から８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　ジクロロプロペンおよびトリクロロプロパンから選択される少なくとも１つの化合物を
含み、組成物中のこれらの化合物の各々の重量含有量は５０ｐｐｍ以下であり、且つ場合
により組成物中のジクロロプロペンおよびトリクロロプロパンの総重量含有量は５０ｐｐ
ｍ以下である請求項１から９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　１，１，３，３－テトラクロロプロペン、１，３，３，３－テトラクロロプロペン、１
，１，１，３，３－ペンタクロロプロパンおよび１，１，２，３，３－ペンタクロロプロ
パンからなる群から選択される少なくとも１つの化合物を含み、組成物中のこれらの化合
物の各々の重量含有量は５００ｐｐｍ以下であり、且つ場合により組成物中のこの群の化
合物の総重量含有量は５００ｐｐｍ以下である請求項１から１０のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１２】
　２，３，３，３－テトラフルオロプロペンを製造する方法であって、
－　請求項１から１１のいずれか一項に記載の組成物の提供；
－　気相中でのこの組成物とフッ化水素酸との反応
を含む方法。
【請求項１３】
　触媒フッ素化の単一工程を含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　触媒フッ素化の２つの連続工程、即ち：
－　中間生成物を製造するために、気相中での前記組成物とフッ化水素酸との反応工程；
－　場合により、中間生成物の精製工程；および次いで
－　２，３，３，３－テトラフルオロプロペンを製造するために、気相中での中間生成物
とフッ化水素酸との反応工程
を含む、請求項１２に記載の方法。
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